












は し が き
本報 告書 は 、文 部省 重 点領 域研 究 「総合的 地域研 究 の手法 確 立」 の研 究 項 目AO2
「地域 性 の形成 論 理 」 に属す る公 募 研 究 「東 南 アジ ア大陸 部 にお け る民族 間 関係
と 『地域』 の 生成 」 で の研 究成 果 の一 部 をま とめた もの であ る。 研 究 班 は、 高谷
紀 夫(広 島 大学 総合 科 学 部助 教授/平 成7年 度 研 究者 代表)、 林 行夫(京 都 大
学東 南 ア ジア研 究 セ ンター助 教授/平 成8年 度 研究 者 代表)お よび長谷 川 清(岐
阜教 育 大学外 国 語 学部 助 教授)の3名 が構 成 し、東 南 ア ジア大 陸部 の ビル マ 、 タ
イ 、 ラオ ス、西 南 中国 を対 象地 域 と してい る。 と りあげ た民族 は 、国境 を接 した
複数 の 国家 に また が るシ ャン、 ラオ 、 タイ ・ヌー 、 タイ ・ル ー で あ り、一 国研 究
を越 えた国 家 と民 族 、地 域 の生成 と動態 の複 眼 的な記 述お よび そ の視座 の検 討 を
企 図 した もの で あ る。 タイ族 が 中心 で あ るが 、 同様 の 状況 に あ る他 の 民族 につい
て も、 内外 か らの 研 究協 力者 に よる発 表 報告 を組 み込 む こ とで、広 く東 南 ア ジ ァ
大 陸部 の民族 と地 域 の現 状 を捉 え よ うと した。
高谷 の(確 定 困 難 な状 況 に あった)ビ ルマ へ の長期 出 張予定 の た めに 、二 年度
目は現 代表者(林 行夫)に 変 更 され たが 、研 究の趣 旨 と活動 内 容 に変 わ りは な
い。研 究の背 景 と本報 告 書 の概 要 を示 した次 節 の末尾 に 、 これ ま で に実施 した研
究会 一 覧 を再 掲 して あ る。 この場 をお借 りして 、研 究 分担 者以 外 で研 究会 に出席
し報 告 の労 を とって い ただ い たす べ て の方 々に 、深甚 な る感 謝 の 意 を表 したい。
また、研 究 会 の常 時 出席 者 で あっ た馬 場雄 司(同 朋 大学社 会福 祉 学部 助 教授)が 、
研 究分 担者 が扱 って きた地 域 と問題 意識 を リン クさせ る報 告 資料 を寄せ て くだ さ
った こ とに もお 礼 申 し上げ る。 そ の結 果、 ビル マ、 ラオ ス、東 北 タイ、 北 タイ 、
西 南 中国 に居住 す る タイ系 諸族 を中心 とす る民族 、 国家 、地域 の複合 的 な諸 相 と
ダイナ ミ ックス を、 多 少 な りとも立体 的 に伝 え るこ とが で きた ので は ない か と思
う。 い うまで もな く、個 々の報 告 は完 成論 文 では な く、 今後 さ らに追求 され るべ
き問題 を明 らか にす るた めの整 理途 上 の 産物 で ある。 本 報告 書 に 目を とお してだ
さっ た方 々か ら批 判 を賜 る こ とが で きれ ば幸 いで あ る。
なお 、編 者 が本 報 告 書 の編集 にあた って行 った のは注 記 、文献 リス トな どフォ
ー マ ッ ト上の 統一 に とどま ってお り、 各論 ご との地名 、民族 名称 にか んす る現地
語 の 邦語表 記 あ るい は翻字 表記 の原 則 が厳 密 に は統 一 され てい な い こ とをお 断 り
して お きた い。
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